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はじめました！ 

おいしいお米になりました！棚田オーナーの米作り！

棚田オーナー制度を取り入れて、18年！
来られる方すべてが『小谷ファン』！
これも地域のみなさんの【おもてなし】の心が引き継がれているからです！
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【歳入】【歳入】

【歳出】【歳出】

５
年
度
決
算

　

令
和
５
年
度
の
小
谷
村
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
監
査

委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
等
を
参
考
と
し
、

担
当
職
員
の
出
席
に
よ
り
決
算
概
要
、
財

政
状
況
、
諸
資
料
の
説
明
を
受
け
、
審
査

審
議
し
、
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
【
抜
粋
】

１�

小
谷
村
の
実
情
を
認
識
し
、

財
政
の
健
全
化
に
よ
り
一
層

の
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

２�

国
庫
補
助
事
業
な
ど
有
利
な

収
入
源
を
積
極
的
に
利
用
す

る
な
ど
財
源
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

３�

税
の
未
収
金
の
徴
収
に
更
な

る
努
力
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

４�

事
業
の
優
先
順
位
を
厳
正
に

選
択
し
て
、
重
点
事
業
の
成

果
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
努

め
ら
れ
た
い
。

５�

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
は
、
目

的
に
沿
っ
た
運
用
と
投
資
的

事
業
へ
の
活
用
に
努
め
ら
れ

た
い
。

６�

関
係
人
口
創
出
事
業
は
、
目

標
値
を
明
確
に
し
た
実
施
体

制
を
確
立
し
、
効
果
検
証
や

評
価
を
明
示
す
る
こ
と
に
努

め
ら
れ
た
い
。

７�

介
護
予
防
活
動
の
充
実
･
促

進
を
強
化
し
、
医
療
費
削
減

を
目
標
に
、
積
極
的
な
事
業

展
開
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

８�

農
林
産
物
栽
培
や
出
荷
に
係

る
指
導
や
支
援
、
さ
ら
に
は

特
産
品
の
開
発
･
育
成
に
必

要
な
支
援
対
策
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

９�

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
、
効
率
性
の
あ
る
公
共
交

通
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

10�

中
小
企
業
利
子
補
給
事
業
が

経
済
活
動
の
助
長
と
な
る
よ

う
積
極
的
な
周
知
に
努
め
ら

れ
た
い
。

11�

文
化
財
、
希
少
生
物
の
保

管
・
保
護
な
ど
積
極
的
な
事

業
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

12�

実
施
事
業
の
報
告
・
成
果
の

説
明
に
努
力
さ
れ
た
い
。

13�

前
述
の
意
見
を
踏
ま
え
、
健

全
な
る
財
政
運
営
の
確
立
に

努
力
さ
れ
た
い

令和５年度決算から見える小谷村令和５年度決算から見える小谷村

決
算
特
別
委
員
会
で
の
意
見

歳入区分 主たる歳入内容
村　税村　税 5億3967万円5億3967万円 住民税・固定資産税・法人税等住民税・固定資産税・法人税等

譲与税・交付金等 1億4697万円 国からの譲与される財源
地方交付税地方交付税 21億8866円21億8866円 普通交付税・特別交付税普通交付税・特別交付税
国・県補助金 5億1378万円 事業等の補助金・交付金
寄付金寄付金 1億4222万円1億4222万円 ふるさと応援寄付金等ふるさと応援寄付金等
繰入金 1億2344万円 基金からの繰入金
村　債村　債 3億8278万円3億8278万円 借入金借入金

歳出区分 主たる歳出内容

人件費人件費 7億5419万円7億5419万円 議員報酬・特別職一般職給料・任用職員報酬・各種議員報酬・特別職一般職給料・任用職員報酬・各種
手当・共済組合負担金など手当・共済組合負担金など

庁舎管理経費 1億0523万円 庁舎トレイ改修・庁舎LED化電気工事・電気等維持
管理費

ふるさと応援ふるさと応援
寄付金活用事業寄付金活用事業 1億1461万円1億1461万円 白馬高校支援・国立公園管理・中学生海外研修・白馬高校支援・国立公園管理・中学生海外研修・

ガスパOTARIバス事業などガスパOTARIバス事業など
物価高騰支援事業 2338万円 低所得世帯等への給付(761世帯）

ごみ処理関係事業ごみ処理関係事業 1億6192万円1億6192万円 ごみ処理広域化負担・廃棄物処理運搬・白馬山麓ごみ処理広域化負担・廃棄物処理運搬・白馬山麓
事務組合負担金事務組合負担金

村営バス運行事業 1億0281万円 村営バス・デマンドバス・スクールバス運行
観光連盟負担金等 4193万円 小谷村観光連盟事業及び人件費等の支援小谷村観光連盟事業及び人件費等の支援
生活関連緊急工事 4907万円 道路関連25箇所　施設４箇所

除雪関連事業 2億5522万円 除雪委託料・凍結防止剤購入・燃料費・重機修理代除雪委託料・凍結防止剤購入・燃料費・重機修理代
などなど

橋梁修繕工事 1億7376万円 小谷橋・小土山橋・光明橋・戸土橋など

地域高校対策 2951万円 白馬山麓事務組合負担金・高校生通学費支援・白馬白馬山麓事務組合負担金・高校生通学費支援・白馬
高校スキー部補助金高校スキー部補助金

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
小
谷
村
全
体
で
約
50
億
円
（
一
般
会
計
と

特
別
会
計
）
弱
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

※注）金額は決算書・決算統計数値より引用※注）金額は決算書・決算統計数値より引用

ふるさと応援寄付金で整備された
神のたんぼ遊歩道
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５
年
度
決
算

小
谷
村
の
税
収
は
い
く
ら
あ

る
の
？

令
和
５
年
度
で
は
、
約
５
億�

４
千
万
円
、
人
口
減
少
も

あ
り
10
年
前
と
比
較
し
約

３
５
０
０
万
円
減
少
し
て�

い
ま
す
。

税
収
以
外
で
の
小
谷
村
の
財

源
は
？

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
が
約
21
億
円
、
国
県
か

ら
の
事
業
等
に
補
助
金
が
約

５
億
円
、
起
債
（
借
入
金
）

約
４
億
円
が
主
と
な
る
財
源

で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
額
は
？

令
和
５
年
度
で
約
１
億
４
千�

万
円
、
昨
年
は
２
億
７
千
万

円
、
平
成
30
年
度
は
約
30
億

円
の
納
税
が
あ
り
ま
し
た
。

近
年
減
少
傾
向
で
す
。

基
金
（
貯
金
）
の
状
況
は
？

令
和
5
年
度
末
で
約
56
億

円
。
す
べ
て
が
自
由
に
使
え

る
も
の
で
は
な
く
、
災
害
時

な
ど
緊
急
事
態
に
備
え
る
目

的
も
あ
り
ま
す
。

会
社
に
例
え
た
場
合
は
？

自
分
た
ち
で
稼
ぐ
（
税
収
な

ど
自
己
財
源
）
約
25
％
程

度
、
75
％
は
国
な
ど
か
ら
支

援
し
て
も
ら
い
な
が
ら
経
営

し
て
い
る
状
況
で
す
。

小
谷
村
の
予
算
規
模
は
大
き

い
の
？

小
谷
村
規
模
の
自
治
体
で

は
、
数
値
的
に
は
25
億
程
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
件
費
の
割
合
は
？

令
和
５
年
度
決
算
で
は
、
人

件
費
の
支
出
割
合
が
17
％
を

越
え
て
い
ま
す
。
年
々
人
件

費
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
方�

法
は
？

令
和
５
年
度
は
21
の
事
業
で
活

用
し
て
い
ま
す
。
金
額
が
主
た

る
も
の
は
、
白
馬
高
校
支
援

に
約
２
９
５
０
万
円
、
教
育
関

係（
海
外
交
流
事
業
・
ス
キ
ー

事
業
等
）
約
１
８
７
０
万
円
、

自
然
園
な
ど
環
境
整
備
に

１
９
７
０
万
円
。

小
谷
村
の
借
金
は
？

令
和
５
年
度
末
で
約
45
億

円
、
毎
年
予
算
か
ら
５
・

５
億
円
程
度
返
済
に
充
て
て

い
ま
す 

。

ＱＱ

ＱＱ Ｑ

ＱＱＱ Ａ

ＡＡＡ

ＡＡＡＡ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2400

2500

2600

2700

2800

2900

3000

3100

3200

（億円） 人口 (人）

新型コロナウイルス対策

38.6 億

3087人

3033人
2979人

2945人 2899人

2816人

2680人

2731人

2679人
2667人

3136人

39.6 億

51.5 億

74.0 億75.6 億

84.1 億

44.6 億

59.1 億

42.7 億

決算額
人口

49.6 億
46.3 億

平成 28~30 年ふるさと応援寄附

3 年間で 約81億円

令
和
5
年
度

令
和
4
年
度

令
和
3
年
度

令
和
2
年
度

令
和
元
年
度

平
成
30
年
度

平
成
29
年
度

平
成
28
年
度

平
成
27
年
度

平
成
26
年
度

平
成
25
年
度

小谷村の決算額と人口の推移
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委
員
会
活
動
報
告

６
月
定
例
会

9
月
定
例
会

承認・議決結果承認・議決結果
◇ 9月定例会

◇請願・陳情

番　号 件　　　名 審 議 結 果

報第13号 損害賠償の和解並びに額を定めることの専決処分報告 報　　告

報第14号 令和５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報　　告

報第15号 出資法人の経営状況報告（株式会社おたりアセット） 報　　告

議案第61号 小谷村消防団条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第62号 小谷村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可　　決

議案第63号 小谷村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第64号 小谷村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第65号 小谷村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第66号 令和６年度小谷村一般会計補正予算（第３号） 可　　決

議案第67号 令和６年度小谷村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第68号 令和６年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第69号 令和６年度小谷村簡易水道事業会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第70号 令和５年度小谷村一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議案第71号 令和５年度小谷村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議案第72号 令和５年度小谷村国民健康保険診療施設特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議案第73号 令和５年度小谷村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議案第74号 令和５年度小谷村簡易水道事業会計の利益の処分及び決算の認定について 認　　定

議案第75号 令和５年度小谷村下水道事業会計の利益の処分及び決算の認定について 認　　定

議案第76号 売買変更契約の締結について（小型凍結防止剤散布車３ｔ級１台の購入）　 可　　決

議案第77号 村道路線の廃止について（月岡川原線） 可　　決

議案第78号 村道路線の廃止について（雨中線２） 可　　決

議案第79号 村道路線の一部廃止について（塩坂下線） 可　　決

議案第80号 村道路線の変更認定について（濁沢線） 可　　決
議案第81号 村道路線の変更認定について（強清水線） 可　　決
議案第82号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可　　決

議案第83号 北アルプス広域連合規約の変更について 可　　決

議案第84号 小谷村固定資産評価委員会委員の選任について 同　　意

議案第85号 教育委員会委員の選任について 同　　意

議案第86号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意

番　号 件　　　名 審 議 結 果

６請第８号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める陳情 採　　択

６請第９号 大町の裁判所の充実を求める協議会の設立及び活動に関する陳情 採　　択

６請第10号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを
求める陳情書 採　　択

６請第11号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める陳情 採　　択

６請第12号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや
人員増を求める陳情書 採　　択

６請第13号 営除雪オペレーター業務に関する要望書 継続審議
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村
長　

観
光
振
興
は
一

定
の
道
筋
は
つ
け
ら
れ

た
と
感
じ
て
い
る
。山
村
留
学
は

親
子
留
学
な
ど
移
住
定
住
へ
シ
フ

ト
す
る
考
え
も
あ
る
が
要
検
討�

課
題
。小
谷
天
空
回
廊
は
、こ
の
10

月
に
最
初
の
観
光
ツ
ア
ー
を
催
行

す
る
。

小
谷
天
空
回
廊
の
地
元

説
明
会
で
の
意
見
や
合

意
形
成
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

黒
川
地
区
で
は
、

一
部
意
見
を
頂
い
て

い
る
が
、黒
川
城
を
通
る
と
い

う
こ
と
は
特
に
反
対
は
な
い
。

伊
折
地
区
も
数
名
と
協
議
を

行
い
活
用
の
意
見
は
あ
っ
た
。

ス
キ
ー
場
周
辺
で
は
施

設
の
老
朽
化
が
目
立
つ

な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

有
効
な
観
光
政
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。村

長　

地
元
と
の
対
話

を
大
切
に
毎
年
、
地
元

の
皆
さ
ん
と
観
光
振
興
等
の
話

を
し
て
い
る
。
こ
の
11
月
に
も

地
元
の
皆
さ
ん
と
話
す
機
会
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
い
た
だ

い
た
意
見
等
を
参
考
に
担
当
課

等
と
協
議
し
て
進
め
る
。

問問

の
英
語
教
育
の
状
況
と
こ
れ
か

ら
の
方
針
は
。

教
育
長　

園
児
に
は
、

隔
週
一
回
30
分
ほ
ど
、

発
達
状
況
に
応
じ
て
段
階
に
あ
っ

た
遊
び
の
中
で
英
語
を
聞
か
せ

慣
れ
親
し
み
英
語
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
小
学
生
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
村
費

講
師
を
派
遣
し
、
高
度
の
内
容

に
児
童
が
対
応
で
き
る
よ
う
指

導
を
し
て
い
る
。
中
・
高
校
生

に
は
「
お
た
り
塾
」
で
英
語
講

座
を
開
設
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
国

際
化
の
時
代
に
即
し
た
人
材
育

成
の
た
め
、
英
語
教
育
、
国
際

交
流
を
進
め
る
。

英
語
教
育
の
集
大
成
と

し
て
、
英
語
語
学
留
学

に
対
し
、
基
金
も
し
く
は
補
助

金
の
創
設
を
。

教
育
長　

人
材
育
成
基

金
や
人
材
育
成
事
業
補

助
金
の
中
で
対
応
で
き
る
の
か
、

新
た
に
制
定
が
良
い
の
か
検
討

す
る
。

文
化
財
保
護
活
用
地
域

計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
、
村
・
県
・
文
化
財
所
有

者
・
文
化
財
継
承
団
体
・
観
光
関

係
者
等
の
方
々
と
意
見
交
換
を
。

教
育
長　

今
後
の
保
存

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
認
識

し
て
い
る
。計
画
策
定
し
て
い
る

地
域
の
状
況
を
聞
く
こ
と
も
大

切
。関
係
者
と
の
懇
談
会
も
必

要
と
す
る
場
面
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド 

マ
ー
ル
ボ
ロ
ー

市
、
友
好
都
市
イ
ギ
リ
ス 

オ
タ

リ
ー
・
セ
ン
ト
メ
リ
ー
町
の
そ

れ
ぞ
れ
の
交
流
の
方
針
は
。

村
長　

マ
ー
ル
ボ
ロ
ー

市
と
の
協
定
締
結
の
際
、

竹
田
元
村
長
が
挨
拶
さ
れ
た
言

葉
の
と
お
り
、「
世
界
の
人
類
が

幸
せ
で
、争
い
の
な
い
平
和
な
国

際
社
会
を
構
築
し
て
い
く
為
に

は
、お
互
い
に
、人
々
が
ふ
れ
合

い
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
を
知
る
事
が
一
番

大
切
」
お
互
い
の
文
化
を
体
験

で
き
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
る
。

今
現
在
の
保
育
園
か
ら

中
学
校
ま
で
の
村
独
自

村
長
に
就
任
し
て
６
年
、

公
約
の
再
確
認
と
実
現

し
た
と
自
信
を
も
っ
て
言
え
る

公
約
は
。

一
般
質
問

オタリー・セントメリー町との「友情の鐘」

村の有形文化財「奴の唄綴り」

国
際
交
流
に
つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て

村
長
公
約
に
つ
い
て

有効な観光政策を
� 考えているのか

問問

問

問問

答

答答

答

答 答答

問
答地元の皆さんからいただいた意

見を担当課等と協議して進める
柴
し ば た

田　友
ゆうぞう

造 議員

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼
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委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

鳥
獣
被
害
対
策

い
な
い
状
況
。
協
力
隊
員
は
４
名

が
免
許
取
得
し
、
現
在
も
登
録
し

て
い
る
。猟

友
会
員
数
維
持
の
た

め
村
が
考
え
る
対
策
は
。

村
長　

全
国
的
に
猟
友

会
の
存
続
が
大
き
な
課

題
。
村
で
は
猟
銃
免
許
取
得
や

更
新
費
用
な
ど
へ
の
一
部
補
助�

実
施
。

　

今
後
も
猟
友
会
員
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
を
念
頭
に
加
入
者
の
確

保
に
努
め
た
い
。

管
理
さ
れ
て
い
な
い
成

り
樹
木
（
柿
、
栗
等
）

を
伐
採
す
る
こ
と
も
一
つ
の
対
策

　

６
月
20
日
、
村
内
女
性
と
議
会

の
懇
談
会
に
お
い
て
、「
安
全
な

通
学
路
の
確
保
！
」
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。
今
年
は
全
国
的
に
熊
の

出
没
が
多
発
傾
向
で
あ
る
。

熊
の
目
撃
と
捕
獲
数
の

推
移
と
傾
向
は
。

村
長　

村
有
害
鳥
獣
対

策
計
画
に
基
づ
き
、
毎

年
の
捕
獲
頭
数
を
県
に
申
請
し
、

捕
獲
許
可
を
得
な
が
ら
実
施
。

　

目
撃
は
平
成
28
年
度
か
ら
44

件
、
50
件
、
16
件
、
１
３
６
件
、

69
件
、
52
件
、
82
件
、１
１
４
件
。

令
和
元
年
度
の
１
３
６
頭
以
降
多

め
の
傾
向
。捕
獲
は
平
成
26
年
度

か
ら
48
頭
、
５
頭
、
10
頭
、
３
頭
、

１
頭
、
23
頭
、
26
頭
、
４
頭
、
６

頭
、
35
頭
。
今
年
度
は
８
月
末
で

目
撃
86
頭
、
捕
獲
２
頭
。

前
村
長
の
対
策
で
、

役
場
職
員
や
協
力
隊

員
が
銃
や
罠
免
許
の
取
得
を
率

先
し
て
実
施
し
た
が
、
継
続
状�

況
は
。

村
長　

担
当
職
を
外
れ

た
職
員
は
更
新
は
し
て

と
思
う
が
、
村
の
考
え
は
。

村
長　

所
有
者
の
方
々

に
は
「
適
期
摘
果
」
に

よ
る
適
切
な
管
理
を
お
願
い
す

る
。
し
か
し
、
諸
々
の
事
情
か
ら

収
穫
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
有
害
鳥
獣
対
策
や�

景
観
維
持
等
の
観
点
か
ら
、
ま
ず

は
他
市
町
村
の
状
況
等
の
把
握�

に
努
め
た
い
。

平
成
18
年
９
月
20
日
、

午
前
７
時
50
分
、
当
時

の
小
谷
中
学
３
年
生
（
14
）
が
通

学
途
中
に
熊
に
襲
わ
れ
た
事
案
が

あ
っ
た
が
、
当
時
の
状
況
や
事
案

を
教
訓
と
し
て
、
現
在
ど
の
よ
う

な
児
童
生
徒
の
安
全
対
策
を
行
っ

て
い
る
か
。

教
育
長　

塩
水
バ
ス
停

か
ら
学
校
周
辺
に
熊
の

出
没
情
報
が
あ
っ
た
場
合
、
直
ち

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
学
校
へ
入
線

さ
せ
る
。
徒
歩
通
学
の
児
童
生
徒

に
も
バ
ス
乗
車
を
許
可
し
、
登
下

校
に
お
け
る
安
全
確
保
を
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
最
寄
り
バ
ス
停
か
ら
自

宅
ま
で
距
離
が
あ
る
家
庭
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
自
家

用
車
で
の
登
下
校
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
。
期
間
は
目
撃
情
報

が
あ
る
程
度
鎮
静
化
す
る
ま
で
と

し
、
そ
の
年
に
よ
り
期
間
の
長
短

は
様
々
。

　

ま
た
、
農
林
係
と
連
携
を
と
り
、

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
学

校
周
辺
の
緩
衝
帯
整
備
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
く
こ
と
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

＊�

提
供　
農
業
共
済
新
聞
（
９
月

１
週
号
）
に
『
住
民
主
体
の
獣

害
対
策
』
見
出
し
で
「
環
境
管

理
・
侵
入
防
止
・
個
体
管
理　

町
の
専
門
員
が
サ
ポ
ー
ト
」（
福

島
県
西
会
津
町
）の
記
事
掲
載
。

問問

答

答 答

答問問

問

幹にトタンを巻いて登れなくした栗の木

すでに電柵は必要不可欠な対策となった

答
吉
よしおか

岡　久
ひ さ と

人 議員

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼ 個人所有の樹木伐採補助はないが
他市町村の状況等把握したい

不管理の成り樹木
� 伐採も対策の一つ

答答 問
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一
般
質
問

国民保養温泉地協議会にて小谷村の温泉をアピール

職員のキップ購入は南小谷駅が基本
知
人
や
親
せ
き
の
な
ど
の
宿
泊
も

考
え
ら
れ
る
。
領
収
書
添
付
の
必

要
性
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

宿
泊
費
は

他
の
市
町
村
同
様
定
額

支
給
し
て
い
る
。
定
額
を
超
え
た

宿
泊
費
の
支
給
は
な
い
。
よ
っ
て

領
収
書
の
添
付
は
求
め
て
い
な
い
。

各
種
団
体
の
要
請
で
出

張
す
る
場
合
の
旅
費
は

村
か
ら
支
出
す
る
の
か
。

村
長　

各
団
体
の
要
請

に
よ
る
出
張
に
つ
い
て

は
、
団
体
か
ら
の
支
給
と
な
る
。

去
る
７
月
23
日
に
九
州

水
俣
市
で
開
か
れ
た
国

民
保
養
温
泉
地
協
議
会
総
会
に

出
張
し
、
参
加
し
た
の
は
午
後

か
ら
の
役
員
会
と
総
会
の
み
で
あ

る
。
小
谷
村
に
と
っ
て
の
利
益
・

効
果
・
目
的
が
あ
っ
た
の
か
。

村
長　

国
民
保
養
温
泉

地
協
議
会
の
監
事
を
務

め
て
い
る
の
で
発
言
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
効
果
に
つ
い
て
は
、
温

泉
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
に
な
っ
た

と
考
え
る
。村

長
が
自
ら
行
く
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

長
・
副
村
長
・
教
育
長
に
つ
い
て

は
、
出
張
の
内
容
等
必
要
性
に
応

じ
、
課
長
職
、
関
係
課
等
へ
直
接

伝
達
す
る
他
、
関
係
資
料
を
回
覧

し
共
有
し
て
い
る
。

出
張
費
用
に
領
収
書
は

求
め
る
か
。
ま
た
費
用

の
中
に
あ
る
日
当
の
使
い
方
は
。

総
務
課
長　

事
前
の
出

張
伺
い
の
提
出
に
よ
り

旅
費
が
概
算
払
い
さ
れ
る
。
出
張

後
精
算
さ
れ
る
。
旅
費
は
定
額
支

給
で
あ
る
。
但
し
、
航
空
機
を
利

用
す
る
場
合
な
ど
特
殊
な
旅
費

に
関
し
て
は
、
領
収
書
を
提
出
す

る
。
日
当
は
規
定
に
よ
り
支
払
わ

れ
、
食
費
な
ど
に
使
う
。

宿
泊
費
の
領
収
書
は
求

め
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

宿
泊
を
伴
う
県
外
出
張

の
妥
当
性
を
ど
の
よ
う

に
判
断
し
、
出
張
を
許
可
し
て
い

る
の
か
。村

長　

一
般
職
の
場
合

は
、
県
内
出
張
を
含
め

係
長
及
び
課
長
が
業
務
上
の
必
要

性
等
を
判
断
し
、
小
谷
村
事
務
処

理
規
則
に
お
い
て
副
村
長
の
命
令

と
な
る
。

　

教
育
委
員
会
は
同
事
務
処
理

規
則
に
よ
り
教
育
長
の
命
令
に

な
る
。
特
別
職
で
あ
る
村
長
・
副

村
長
・
教
育
長
の
県
外
出
張
は
、

副
村
長
は
村
長
に
よ
る
命
令
、
村

長
・
教
育
長
は
各
自
で
判
断
し
て

い
る
。

出
張
報
告
書
な
ど
出
張

成
果
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
検
証
（
内
容
確
認
）
し
て

い
る
の
か
。村

長　

一
般
職
の
場
合

は
、
出
張
の
帰
庁
後
３

日
以
内
に
復
命
書
を
課
長
に
報

告
し
、
課
内
で
確
認
・
伝
達
・
共

有
す
る
他
、
内
容
に
よ
っ
て
は
村

長
・
副
村
長
・
教
育
長
へ
報
告
す

る
場
合
や
、
関
係
課
や
関
係
職

員
等
回
覧
す
る
場
合
も
あ
る
。
村

村
長　

国
民
保
養
温
泉

地
協
議
会
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

他
市
町
村
と
交
流
も
出
来
る
。
ま

た
今
回
は
、「
全
国
草
原
の
里
連

絡
協
議
会
」
の
次
回
開
催
地
で
あ

る
の
大
分
県
九
重
町
に
表
敬
訪
問

し
、
日
野
町
長
に
対
し
て
、
草
原

サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
な
ど
懇
談
し
て

き
た
。
小
谷
村
で
の
サ
ミ
ッ
ト
へ

九
重
町
よ
り
30
名
程
度
の
訪
問
が

あ
る
。
宿
泊
な
ど
効
果
が
あ
る
。

答

問問

問問

問問 問

答答

答答答

答

問村長自らの出張は
小谷村にとっての利益・効果は

答他市町村と交流も出来る
� 小谷村のアピールが出来る

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼

田
た は ら

原富
ふ み こ

美子 議員
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委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問宿泊施設や飲食店の減少など

課題は山積だと認識

栂池エリアの課題と
行政がすべき解決策は

と
考
え
る
。

　

村
道
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

も
検
討
し
な
が
ら
改
善
策
を
進

め
て
い
る
。

飲
食
店
等
が
少
な
い
と

い
う
課
題
に
つ
い
て
、

行
政
が
実
施
す
べ
き
、
解
決�

策
は
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

個
人
施
設
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
現
状
厳
し
い
が
、
空

き
店
舗
を
活
用
で
き
る
た
め
に
、

起
業
支
援
事
業
等
が
活
用
で
き

な
い
か
、
検
討
課
題
と
捉
え
て

い
る
。

ト
イ
レ
問
題
に
つ
い
て
、

栂
池
中
央
駐
車
場
の
ト

イ
レ
は
、
観
光
客
以
外
も
利
用

の
多
い
公
共
的
な
位
置
づ
け
に

あ
る
。
こ
の
ト
イ
レ
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
は
行
政
と
し
て

改
修
等
は
で
き
な
い
の
か
。

観
光
地
域
振
興
課
長
　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
と

て
も
重
要
な
部
分
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
栂
池
中
央

駐
車
場
の
施
設
は
村
の
施
設
で

な
い
た
め
現
状
で
は
村
が
直
接

支
援
す
る
こ
と
難
し
い
。
国
の

い
る
、
支
援
に
つ
い
て
課
題
は

あ
る
か
。村

長　

除
雪
な
ど
の
支

援
員
の
高
齢
化
に
伴
い

人
員
不
足
の
傾
向
で
あ
る
。
地

域
の
住
民
へ
も
、
支
援
員
と
し

て
の
活
動
に
協
力
を
求
め
て
い

き
た
い
。支

援
対
象
外
で
困
っ
て

い
る
住
民
に
対
し
て
、

除
雪
支
援
を
す
る
こ
と
は
、
ま

さ
に
、
地
域
お
助
け
隊
だ
と
思

う
が
。

住
民
福
祉
課
長　

民
生

委
員
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
対
応
し
て
い
る
。

補
助
事
業
等
検
討
し
て
い
く
。

今
後
、
栂
池
エ
リ
ア
に

お
い
て
、
大
規
模
開
発

の
話
が
出
て
き
た
時
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
村
長
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

村
長　

栂
池
エ
リ
ア
の

地
域
住
民
と
行
政
が
、

し
っ
か
り
と
対
話
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

冬
期
に
お
い
て
の
高
齢

者
や
生
活
に
困
っ
て
い

る
方
に
対
し
て
現
在
実
施
し
て

栂
池
高
原
エ
リ
ア
に
お

け
る
課
題
や
改
善
す
べ

き
点
は
、
行
政
と
し
て
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

村
長　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

客
の
動
向
を
踏
ま
え
、

イ
メ
ー
ジ
や
お
も
て
な
し
が
重

要
だ
。

　

栂
池
地
区
全
体
と
し
て
、
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
の
減
少
・
言

葉
や
案
内
看
板
等
、
課
題
は
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。

村
長
と
し
て
、
栂
池
エ

リ
ア
の
重
要
な
課
題
を

ひ
と
つ
あ
げ
る
と
す
れ
ば
何
か
。

村
長　

あ
え
て
と
り
あ

げ
る
と
す
れ
ば
、
道
路

問
題
だ
。道

路
問
題
の
課
題
解
決

策
は
、
村
長
の
中
で
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　

県
道
に
つ
い
て

の
課
題
解
決
に
向
け
て

は
、
栂
池
地
区
が
ま
と
ま
っ
て
、

話
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

高
齢
者
等
の
生
活
支
援
の

充
実
に
つ
い
て

問問問

問問

問

答答 答

答答

答答

観
光
立
村
と
し
て
の
問

題
と
行
政
が
す
べ
き
解

決
策
は

問
答

問問 答

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼

横
よこさわ

澤　匠
たくみ

 議員

屋根雪おろしの様子

栂池地区中心部の様子
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稗田山を見学するツアー

村
長　

令
和
５
年
度
の

決
算
実
績
で
は
、１
億�

５
２
0
０
万
円
余
の
支
出
が

あ
り
、
こ
の
費
用
を
両
村
で

９
3
０
０
万
円
余
を
負
担
し
、
国

か
ら
の
交
付
金
が
４
1
０
0
万
円

余
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
年
度
、
こ
の
交
付
金
が
無
く

な
く
な
る
こ
と
で
、
小
谷
村
の
負

担
は
５
１
０
０
万
円
余
の
想
定
で

あ
る
。

　

白
馬
村
、
小
谷
村
も
運
営
支
援

に
つ
い
て
は
、
続
け
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
寮

の
運
営
や
施
設
の
老
朽
化
問
題

な
ど
、
両
村
に
か
か
る
負
担
も

あ
る
。
県
教
委
と
も
相
談
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

５
０
０
万
円
余
を
委
託

し
て
構
想
を
練
り
上
げ

た
砂
防
文
化
継
承
構
想
に
つ
い

て
、
村
で
は
実
施
に
向
け
た
内
容

や
計
画
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
の
砂

防
文
化
伝
承
事
業
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

村
長　

砂
防
文
化
等
伝

承
構
想
に
つ
い
て
は
、

を
実
現
す
る
取
組
だ
と
考
え
る
。

有
害
鳥
獣
等
野
生
動
物

の
捕
獲
後
の
作
業
が
重

労
働
で
あ
る
。　

　

解
体
作
業
の
軽
減
や
適
正
か
つ

安
易
に
処
理
す
る
処
分
場
が
必
要

か
と
思
う
が
考
え
を
問
う
。

村
長　

野
生
鳥
獣
の
解

体
や
販
売
に
は
、
そ
の

施
設
設
備
や
作
業
資
格
な
ど
に

様
々
な
要
件
が
あ
り
、
そ
れ
ら

に
基
づ
く
法
的
許
可
が
必
要
と

な
る
。
現
状
、
こ
れ
ら
の
条
件

を
満
た
す
場
所
を
村
内
に
て
確

保
す
る
事
は
困
難
な
状
況
。
し

か
し
な
が
ら
、
村
の
特
産
品
と

し
て
推
進
し
て
行
く
必
要
性
は

は
認
識
し
て
い
る
。

白
馬
高
校
を
維
持
し

て
い
く
目
的
で
年
間
約

３
０
０
０
万
円
弱
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
現
状
。

　

地
元
外
か
ら
の
募
集
に
よ
る
生

徒
確
保
や
寮
経
費
な
ど
、
多
額
の

費
用
を
要
し
て
い
る
。
今
後
の
現

状
の
ま
ま
運
営
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
、
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

小
谷
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
対
す
る
補
助
金

２
５
０
０
万
円
の
事
業
内
容
は�

何
か
。

村
長　

対
象
事
業
の

内
容
は
、
法
人
運
営
に

係
る
人
件
費
と
事
務
用
支
出
に

１
２
６
９
万
円
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

運
営
に
対
し
て
２
０
０
万
円
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
事
業

３
１
０
万
円
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
７
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

補
助
金
の
大
半
は
事
業
に
伴
う�

人
件
費
に
充
て
て
い
る
。

移
住
・
定
住
政
策
を
含

め
子
育
て
支
援
の
充
実

を
。
特
に
高
校
卒
業
時
の
支
援
を

求
む
。
又
他
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ

ば
伺
い
た
い
。

村
長　

移
住
相
談
の
多

く
が
、
家
賃
の
安
価
な

住
宅
を
希
望
す
る
パ
タ
ー
ン
。
も

う
一
つ
は
、
小
谷
村
の
環
境
に
魅

了
さ
れ
移
住
す
る
パ
タ
ー
ン
。

　

施
策
と
す
れ
ば
、求
人
と
住
居

を
セ
ッ
ト
に
し
た
施
策
を
検
討
す

る
こ
と
が
、移
住
と
定
住
の
両
方

砂
防
事
業
自
体
は
国
・
県
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
事

業
で
あ
る
た
め
、
村
と
し
て
は

小
谷
村
を
所
管
す
る
松
本
砂
防

事
務
所
や
姫
川
砂
防
事
務
所
と

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
実
行
計
画

も
踏
ま
え
、
国
・
県
・
村
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、

連
携
出
来
る
と
こ
ろ
は
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

で
放
映
す
る
映
像
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
配
信
す
る
た
め
の
映
像
に
つ

い
て
編
集
を
か
け
て
い
る
。

答

答答

答答

問
答国・県・村がそれぞれの役割で

連携しながら推進していく

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼

吉
よしざわ

澤　学
まなぶ

 議員

砂防文化等伝承構想は

問問

問問

問
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細心の注意を払い対応するスタッフ

農福連携に取り組む

教
育
長　

国
の
動
向
を

見
て
い
る
。

「
生
活
費
に
余
裕
が
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
を
た
め

ら
う
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
に
対
し

て
の
交
通
費
の
支
援
、
医
療
費

の
支
援
な
ど
で
き
な
い
か
。

住
民
福
祉
課
長　

医
療

費
支
援
は
大
北
管
内
の

医
療
機
関
が
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
必
要
が
あ
る
。。

「
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
は
。

村
長　

早
期
の
設
置
を

目
指
す
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援

と
居
場
所
づ
く
り
は
。

村
長　

集
落
支
援
係
で

「
農
福
連
携
」
の
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
大
町
市

の
事
業
者
と
連
携
し
活
動
し
て�

い
る
。

精
神
分
野
や
障
害
年
金

な
ど
専
門
的
・
制
度
的

サ
ポ
ー
ト
の
人
材
確
保
は
。

住
民
福
祉
課
長　

身
近

な
窓
口
は
村
の
福
祉
係
。

　

精
神
保
健
サ
ポ
ー
ト
は
「
カ

モ
ミ
ー
ル
」に
お
願
い
し
て
い
る
。

　

基
金
積
み
立
て
（
村
の

貯
金
）
及
び
運
用
に
つ

い
て
。

村
長　

余
剰
財
源
は
、

財
政
調
整
基
金
と
公
共

施
設
整
備
基
金
へ
優
先
的
に
積

み
立
て
て
い
る
。
運
用
に
つ
い

て
は
、
国
債
、
地
方
債
（
グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
）
な
ど
有
利
子
な

債
権
購
入
も
行
っ
て
い
る
。

基
金
を
取
り
崩
し
て
行

う
事
業
の
優
先
順
位
は
。

村
長　

交
付
税
措
置
が

な
い
事
業
、
起
債
対
象

外
事
業
、・
補
助
対
象
外
事
業
な

ど
に
基
金
を
活
用
す
る
。

基
金
の
運
用
に
お
い
て
、

民
生
費
や
教
育
費
に
充

て
る
な
ど
人
に
投
資
す
る
金
額

が
少
な
い
。
村
民
生
活
に
ゆ
と

り
を
与
え
る
運
用
も
必
要
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の

活
用
内
容
は
。

村
長　

令
和
5
年
度

は
、
白
馬
高
校
支
援
、

国
立
公
園
管
理
、
地
域
づ
く
り

事
業
補
助
な
ど
に
活
用
し
た
。

給
食
食
材
の
、
地
場
産

農
産
物
の
使
用
率
は
。

教
育
長　

約
40
％
の
使

用
率
だ
。野
菜
な
ど
、必

要
量
の
調
整
に
苦
労
し
て
い
る
。

農
家
の
励
み
と
な
る
よ

う
食
材
の
作
付
け
を
計

画
的
に
。
農
業
「
地
域
計
画
」

に
位
置
付
け
る
こ
と
は
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

地
域
計
画
の
検
討
課
題

と
す
る
。給

食
担
当
と
関
係
者

の
打
ち
合
わ
せ
を
定
期�

的
に
。

教
育
長　

懇
談
や
打
ち

合
わ
せ
は
定
期
的
で
な

い
が
開
催
し
て
い
る
。

調
理
現
場
で
は
、
衛
生

面
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

な
ど
高
い
ス
キ
ル
が
必
要
だ
。

人
材
育
成
の
課
題
は
。

教
育
長　

計
画
的
な
調

理
員
確
保
に
努
め
る
。

給
食
の
無
償
化
は
い
つ

実
現
す
る
の
か
。

子
ど
も
の
食
と
給
食
を

�

よ
り
豊
か
に

精
神
障
が
い
者
の

�

自
立
支
援
拡
充
を

基
金
の
積
み
立
て
と

�

公
表
情
報
の
充
実
を

問問問問 問

問問問問

問

問 問

答答答 答

答答答答

答 答

答答

問基金の運用、
� 〝人〟に投資を

答
曽
そ ね は ら

根原恵
け い こ

子 議員

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼ 将来を見据え
� 戦略的事業に使う
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小
谷
村
地
域
づ
く
り
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
令
和
４
年
度
か

ら
６
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
年

間
最
高
１
０
０
０
万
円
の
補
助

が
農
林
水
産
省
か
ら
交
付
さ
れ

る
事
業
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
推
進
事

業
）
を
実
施
し
て
い
る
。

　

協
議
会
は
村
内
７
地
区
で
構

成
さ
れ
、
２
年
が
経
過
し
３
年

目
の
活
動
を
し
、
観
光
地
域
振

興
課
が
事
務
局
と
な
り
一
体
と

な
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　

本
事
業
及
び
地
域
づ
く
り
協

議
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、

事
務
局
と
し
て
︑
ま
た
事
業
を

推
進
し
て
い
く
立
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
次
の
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

農
山
漁
村
振
興
交
付
金

事
業
の
「
Ｒ
Ｍ
Ｏ
形
成

推
進
事
業
」
と
は
。

村
長　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
は

農
水
省
が
進
め
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
こ
と
で
、
主

に
「
農
業
」
を
核
と
し
た
集
落

も
ま
だ
数
が
少
な
く
、
今
後
、

村
全
体
に
お
い
て
は
、
３
年
間

の
取
り
組
み
の
結
果
等
を
踏
ま

え
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

５
年
度
事
業
に
マ
ル

チ
ャ
ー
機
械
・
溝
堀
機

を
購
入
し
て
い
る
が
運
用
は
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

Ｒ
Ｍ
Ｏ
組
織
を
中
心
に

運
用
し
て
い
る
。

６
年
度
事
業
計
画
か
ら
、

ト
ラ
ク
タ
ー
40
馬
力
・

３
条
コ
ン
バ
イ
ン
・
３
ｔ
バ
ッ

ク
ホ
ー
の
協
議
会
か
ら
の
リ
ー

ス
事
業
と
は
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
バ
ッ

ク
ホ
ー
は
、
土
谷
地
区
で
の
地

域
づ
く
り
事
業
に
貸
し
出
し
て

い
る
。
コ
ン
バ
イ
ン
は
集
落
営

農
実
施
地
域
で
活
用
予
定
。
い

ず
れ
も
地
域
活
動
で
の
利
活
用

を
実
施
し
て
い
る
。

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
行
う

組
織
を
「
農
村
型
地
域
運
営
組

織
」
通
称
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
と

呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
対
し
行
う
も
の
が
「
Ｒ

Ｍ
Ｏ
形
成
推
進
事
業
」
と
な
る
。

当
該
事
業
の
内
容
と
、

６
年
度
予
定
の
事
業
内

容
は
。

村
長　

４
年
度
は
地
域

資
源
の
活
用
で
直
売
冷

蔵
ロ
ッ
カ
ー
購
入
、
生
活
支
援

等 

事
業
費
6
０
０
万
円
、
補
助

金
額
６
０
０
万
円
。
５
年
度
は

農
地
保
全
活
動
に
係
る
マ
ル
チ

ャ
ー
等
の
購
入
費
や
消
耗
品
費
、

地
域
資
源
活
用
の
産
直
マ
ル
シ

ェ
出
店
費
、
生
活
支
援
等
で
事

業
費
５
９
１
万
５
９
１
８
円
、

補
助
額
５
９
１
万
円
。
６
年
度

は
農
地
保
全
事
業
の
機
械
使
用

料
、
地
域
資
源
活
用
事
業
で
農

福
連
携
経
費
、
生
活
支
援
等
、

予
算
規
模
１
２
３
０
万
円
、
補

助
額
１
１
９
０
万
円
の
見
込
み
。

こ
の
事
業
の
次
年
度
以

降
へ
の
考
え
は
。

村
長　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の

取
り
組
み
は
全
国
的
に

ＲＭＯ、次年度は

問

問問

問

問

答

答答

答

答

農
山
漁
村
振
興
交
付
金

事
業
「
Ｒ
Ｍ
Ｏ
」
に
つ

い
て

問
結果を踏まえ検討が必要答

深
ふかさわ

澤　英
ひ で き

喜 議員

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼

農道を自らで整備する

推奨作物の栽培に運用するマルチャー

▲ 地域全体でソバを育てる
　 活動をスタート
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委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

行
し
て
き
た
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い

て
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
様
に
対

策
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

村
長　

本
村
の
ナ
ラ
枯

れ
は
比
較
的
小
規
模
で

あ
り
そ
れ
ほ
ど
目
立
つ
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
近
年
各
所
で

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

村
に
お
い
て
も
枯
損
が
著
し

い
箇
所
の
伐
採
や
状
況
把
握

を
行
っ
た
。
本
年
も
林
道
等
へ

の
倒
木
の
恐
れ
の
枯
損
木
の
伐

採
を
予
定
し
、
引
き
続
き
発
生�

箇
所
の
状
況
把
握
に
つ
と
め
て

い
る
。

　

ナ
ラ
枯
れ
は
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
」
と
い
う
昆
虫
が

「
ナ
ラ
菌
」
を
木
の
中
に
運
び

込
み
樹
木
に
伝
染
さ
せ
る
病
気

で
あ
る
。

　

対
策
に
は
「
予
防
」
と
「
駆

除
」
の
２
種
類
が
あ
る
。
対
策

に
は
多
く
時
間
と
多
額
の
費
用

を
要
す
る
。
特
に
費
用
面
に
お

い
て
は
財
源
確
保
も
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て
も

林
道
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
危
険

防
止
の
観
点
か
ら
「
予
防
」・

「
駆
除
」
対
策
を
進
め
て
行
き

た
い
。

　

専
門
的
な
知
見
、
技
術
が

必
要
で
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興

局
、
白
馬
村
・
地
域
林
業
事
業

者
な
ど
関
係
各
者
の
連
携
を
図

り
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

隣
村
白
馬
村
で
は
、
前

年
度
か
ら
ナ
ラ
枯
れ
対

策
実
施
の
た
め
に
、
予
算
措
置

を
行
っ
て
い
る
。
当
村
で
も
高

額
の
調
査
費
・
対
策
費
が
必
要

で
は
な
い
か
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

白
馬
村
で
は
昨
年
景
観

対
策
を
行
っ
た
が
根
本
的
に
解

決
が
出
来
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
当
村
に
お
い
て
は
林
道

や
民
家
の
近
く
を
伐
採
等
行
っ

た
方
が
現
実
的
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
白
馬
村
和
田
野
地
区
で
は

薬
剤
の
注
入
を
行
っ
て
い
る
方

に
支
援
を
し
て
い
る
。
小
谷
村

も
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

森
林
は
所
有
者
の
管
理

責
任
と
な
っ
て
い
る
。

ナ
ラ
枯
れ
し
た
危
険
木
に
つ
い

て
、
村
と
し
て
の
管
理
対
策
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

観
光
地
域
振
興
課
長　

あ
く
ま
で
個
人
の
所
有

財
産
で
あ
る
。
勝
手
に
伐
採
等

は
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
行
政
代
執
行

な
ど
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

小
谷
村
の
山
々
を
見
渡

た
す
と
ナ
ラ
枯
れ
が
多

く
み
ら
れ
て
い
る
。
村
内
で
も

東
山
は
、
黒
川
地
区
南
部
よ

り
始
ま
り
黒
川
上
部
・
伊
折
上

部
・
大
久
保
上
部
・
立
山
の
石

原
上
部
で
、
西
山
で
は
大
別
当

の
一
部
か
ら
村
道
西
山
線
の
虫

尾
地
区
上
部
・
池
原
上
部
か
ら

石
坂
地
区
ま
で
は
ナ
ラ
枯
れ
被

害
が
特
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。

　

緑
の
中
に
枯
れ
木
が
混
在

し
、
景
観
に
も
影
響
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
で
枯
死
と

な
っ
た
木
は
い
ず
れ
倒
れ
る
こ

と
が
予
想
で
き
山
間
部
で
は
水

路
、
農
道
ま
た
居
住
区
域
で
は

人
や
建
物
な
ど
へ
の
障
害
や
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

隣
村
白
馬
村
で
も
被
害
が
深

刻
化
し
防
止
策
を
訴
え
、
対
策

資
金
確
保
の
た
め
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
経

過
も
あ
る
。
従
前
よ
り
対
策
、

検
討
を
し
て
い
る
と
思
う
が
進

村
内
に
お
け
る
ナ
ラ
枯
れ

対
策
と
今
後
に
つ
い
て

問

問

問

答

答 答

問村内におけるナラ枯れ対策と
� 今後について

答
清
し み ず

水　秀
ひ で お

雄 議員

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼ 枯損箇所の伐採と
� 状況把握に努めていく

カシノナガキクイムシ処理の風景 枯れたナラの木
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一
般
質
問

よ
う
な
運
営
方
針
で
臨
む
か
。

村
長　

両
施
設
と
も
建

設
か
ら
十
年
以
上
経
過

し
、
温
泉
関
係
や
施
設
、
諸
設

備
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
、
冬
期
間
の
暖
房
や

プ
ー
ル
の
水
温
維
持
、
そ
の
他

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
も
苦
慮
し

て
い
る
。
村
有
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
施
設
や
設
備
の
修
繕

補
修
は
村
が
対
応
す
べ
き
で
あ

る
の
で
、
限
り
あ
る
予
算
の
範

囲
で
精
一
杯
取
組
む
。
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
両
施
設
と

も
村
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
運
営

者
に
よ
る
指
定
管
理
を
基
本
と

し
て
い
く
。
た
だ
、「
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ク
ラ
ブ
」
は
赤
字
経
営
が

続
い
て
い
る
た
め
、
村
と
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

検
討
し
、
健
全
な
経
営
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

冬
期
間
の
暖
房
不
調
や

プ
ー
ル
等
の
温
度
低
下

は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
温
泉

関
係
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
調
査
の
う
え
、
適
切
な

の
支
援
」
次
に
「
住
環
境
の
整

備
」
と
考
え
て
い
る
。
関
係
の

方
々
と
十
分
議
論
し
て
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

対
話
す
る
た
め
に
集
落

を
訪
問
す
る
と
宣
言
し

た
が
、
未
だ
半
分
程
度
と
の

こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
進
め
方

は
。
ま
た
集
落
の
課
題
を
職
員

と
共
有
・
対
話
も
で
き
て
い
な

い
と
感
じ
る
が
い
か
が
か
。

村
長　

集
落
訪
問
は

継
続
し
て
取
組
む
。
職

員
と
の
対
話
も
会
議
や
打
合
せ�

等
に
と
ら
わ
れ
ず
日
常
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て

い
く
。

現
在
、
指
定
管
理
の
下

で
運
営
さ
れ
て
い
る
「
ケ

ア
ハ
ウ
ス
」
と
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ
」
の
問
題
点
や
課
題
は

何
か
。
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
今
後
は
ど
の

地
域
や
住
民
か
ら
の
要

望
や
意
見
等
の
情
報
収

集
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
集
め
た
情
報
を
整
理
し

課
題
解
決
に
向
け
た
議
論
は
ど

の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
て
い
る

か
。
当
面
の
重
要
施
策
と
方
針

は
何
か
。村

長　
「
集
落
訪
問
」

「
移
動
村
長
室
」
等
の

機
会
を
設
け
、
で
き
る
限
り
多

く
の
地
域
や
村
民
の
方
々
と
意

見
交
換
や
懇
談
を
し
て
き
た
。

そ
の
折
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
、

要
望
、
意
見
等
の
情
報
は
庁

内
で
は
「
課
長
会
議
」「
係
長

会
議
」「
各
課
懇
談
会
」
等
で

整
理
の
う
え
共
有
し
、
議
論
す

る
。
課
題
に
よ
っ
て
は
国
県
・

関
係
機
関
・
各
種
団
体
・
関
係

者
等
と
連
携
し
て
解
決
に
当�

た
る
。

　

当
面
の
大
き
な
課
題
と
し
て

第
一
に
「
人
口
減
少
問
題
」「
移

住
定
住
の
促
進
」
次
に
「
教
育

環
境
整
備
」「
子
育
て
世
代
へ

対
応
を
さ
れ
た
い
。
ま
た
、「
ウ

ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」
は
苦
し
い

経
営
が
続
い
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
経
営
状
況
を
開
示
で
き
な

い
か
。

住
民
福
祉
課
長　

温
泉

に
関
し
て
湯
量
、
温
度

等
は
利
用
者
間
で
調
整
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
設
備
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
そ
の
都
度
対
応

し
て
い
る
。
経
営
状
況
は
運
営

者
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
は

控
え
る
。他

の
施
設
の
指
定
管
理

者
か
ら
も
、
経
営
に
対

す
る
実
情
や
課
題
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
の
経
営
状
況
や

問
題
点
な
ど
で
き
る
だ
け
情
報

を
開
示
し
、
広
く
議
論
す
る
考

え
は
な
い
か
。

村
長　

現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
検
討

を
進
め
る
中
で
判
断
す
る
。
必

要
不
可
欠
な
施
設
と
し
て
責
任

を
も
っ
て
取
組
ん
で
い
く
。

答

問

問問

問

答

答

問答 答

指
定
管
理
施
設
の
運
営

に
つ
い
て

村
が
今
、
取
組
む
べ
き

課
題
に
つ
い
て

問課題の解決に向けた
情報収集・関係者議論は

答要望や意見を共有し
関係機関が連携して取り組む

動
画
は
こ
ち
ら
か
ら 

▼

相
あいざわ

澤　稔
みのる

 議員



　平成２３年、東京農業大学の准教授が、伊折地区の古民家を借り、研修
室として学生の研究拠点にしました。自然と環境に優れた白馬・小谷方面
で研究室を探していたところ、駅から歩ける、空き家があるなどの条件と、
昔ながらの環境が残っているこの伊折地区が最適と判断し、東京農大
の研究室が設置されました。設置にあたり当時の地元の村会議員
高橋正宏さんとの縁もあり、東京農大の学生が頻繁に訪れ
るようになって、伊折地区との連携が始まりました。
　東京農大の学生たちは、伊折地区を拠点に様々
な活動をしました。まずは休耕田の復活、荒廃
地を開墾することで、昔ながらの生き物、植物
などが再生されることが証明されました。
　学生たちは自分たちの研究をするためだけではありません。伊折地区の
人々と様々な活動を一緒に行いました。地区のイベントの参加はもちろん、道

の草刈り作業や伊折農業生産組
合のお手伝いなど、地域と一緒になって活動
しました。｢草刈り機やトラクターなど使い方も指導
したよ。共同機械があるので、いつでも使っていいぞ！｣と声を
かけるのは、何年も学生たちに営農指導をしてきた坂井昭十
さん。｢若い人が集まると、楽しいよ｣と語ってくれます。こうして、
伊折地区と一緒になって地域を盛り上げてくれる東京農大と
のコラボは現在も続いています。

地域の人柄に魅了され
移住

よりよい
地域づくり目指して！

伊折地区のお助け隊
｢東京農業大学｣

村
民
特
集　令和６年８月２９日の雨の午後、富山県朝日町議会の議員１０名が伊

折地区を訪れました。目的は｢ヤギ｣です。伊折地区が猿対策として、
ヤギを農地の周辺へ放牧しているとの記事を見て、現地を視察しまし
た。朝日町でも猿の農作物被害は深刻で、電気柵だけでの対応が困
難で、ヤギのよる防除活動の様子を見に来ました。
　 　平成３０年、猿による農作物被害が深刻となり、ヤギによる追い払いを提案したのは、

移住者である青木剛司さん。他県の事例をもとに、７段の電気柵設置から、
３段の電気柵＋ヤギの放牧を試みることを提案し、地域での話し合いの結

果、実践することとなりました。
　青木さんは、東京農大の卒業生で学生時代から伊折地区の研
究室へ通っていました。
｢いい意味でド田舎、　昔の暮らしがこうだった｣が伊折地区の第一
印象とのことです。そして、将来この伊折地区へ関わりたいという思い

から、卒業後は伊折地区に生活の拠点を移しました。現在奥さんとお子
さんも一緒に集落を盛り上げてくれています。
　青木さんは、｢伊折は、共同で様々な活動する意識があり、ヤギの放牧
も協力体制がとれ、理解が得られやすい環境であった｣。こうして、伊折
地区は、個々での電柵設置から、集落全体でヤギと電柵を設置する共同

防除の体制を築きました。

　９月１５日は棚田オーナーの稲刈りの日です。県内外か
ら２０人を超えるオーナーが集まって、稲刈りを行いました。
伊折地区は平成１７年から棚田オーナー制度を取り入れ、
多くの方と交流をしてきました。農作業だけでなく、餅つき
や昼食を提供し、おもてなしをしています。
　　棚田オーナーだけでなく、伊折地区の農山村体験交流拠点｢ゆきわり草｣も活動を後押しする施設
です。各種ワークショップなど小谷村の特徴と環境を活かした取り組みが行われています。このようにそ
れぞれのアイデアで多くの取り組みを行いながら地域の活力を最大限発揮しています。
　｢まとまりがあることが、伊折地区は天下一品｣と坂井さん。｢みんなで話し合うが、若者の意見を上の

者がしっかり聞くことが大事なんだ！｣活動を見ればそれぞれ
のポジションがあり、まわりがサポートしている雰囲気があ
ります。
　これからの抱負を尋ねると｢農地を守る｣｢空き家を何とか
したい｣｢一緒に活動する方を受け入れたい｣など前向きな意
見ばかりでした。
　これが小谷村らしい地域づくりの姿です。｢人がいないから
出来ない｣なんて言葉はありませんでした。人手不足、高齢
化など課題はあっても、外部の人々を取り込み、そして集落
全体で活動する姿が、この小谷村にとても似合っていました。

　平成１５年、中山間地域直接支払事業を実施するにあたり、
｢協働で農地を守ろう！｣という合い言葉で【伊折農業生産組
合】が設立され、以降様々な活動を実践してきました。組
合設立当初は、遊休農地を開墾し、ソバ・麦の栽培から始
めました。翌年、ビニールハウスを設置し、共同育苗、ミニ
トマト栽培にもチャレンジしました。
　集落住民全員が構成員となることで、地域の公民館が集
いの場となり、わら細工、そば打ち講習なども、住民が講師となり企画されるようになりま
した。
　この講習や交流を行いはじめた時から､伊折地区に地区外の方が通い始めることと
なります。
　そして、小谷特産の雪中キャベツも伊折地区は先進地です。長野県知事や人気アイド
ルも来訪し、テレビでも取り上げられる冬の風物詩となった雪中キャベツの栽培も、多く
の人を結びつける代表的な活動です。

みんなが構成員、
農地守るという合い言葉

支
え
あ
い
の

　
　地
域
づ
く
り

集
落
全
体
で
活
動
す
る【
伊
折
農
業
生
産
組
合
】
が
設
立
さ
れ
約
２０
年
、

さ
ら
な
る
地
域
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
伊
折
地
区
の
取
り
組
み
を

レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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り
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東京農大も一緒に！雪中キャベツの定植作業
棚田オーナーのはさ掛け風景

ゆきわり草でのワークショップ伊折ファンが集う！

ビニールハウスを活用

村
民
特
集

放牧されているヤギ、除草効果も大！

14

村
民
特
集



　平成２３年、東京農業大学の准教授が、伊折地区の古民家を借り、研修
室として学生の研究拠点にしました。自然と環境に優れた白馬・小谷方面
で研究室を探していたところ、駅から歩ける、空き家があるなどの条件と、
昔ながらの環境が残っているこの伊折地区が最適と判断し、東京農大
の研究室が設置されました。設置にあたり当時の地元の村会議員
高橋正宏さんとの縁もあり、東京農大の学生が頻繁に訪れ
るようになって、伊折地区との連携が始まりました。
　東京農大の学生たちは、伊折地区を拠点に様々
な活動をしました。まずは休耕田の復活、荒廃
地を開墾することで、昔ながらの生き物、植物
などが再生されることが証明されました。
　学生たちは自分たちの研究をするためだけではありません。伊折地区の
人々と様々な活動を一緒に行いました。地区のイベントの参加はもちろん、道

の草刈り作業や伊折農業生産組
合のお手伝いなど、地域と一緒になって活動
しました。｢草刈り機やトラクターなど使い方も指導
したよ。共同機械があるので、いつでも使っていいぞ！｣と声を
かけるのは、何年も学生たちに営農指導をしてきた坂井昭十
さん。｢若い人が集まると、楽しいよ｣と語ってくれます。こうして、
伊折地区と一緒になって地域を盛り上げてくれる東京農大と
のコラボは現在も続いています。

地域の人柄に魅了され
移住

よりよい
地域づくり目指して！

伊折地区のお助け隊
｢東京農業大学｣

村
民
特
集　令和６年８月２９日の雨の午後、富山県朝日町議会の議員１０名が伊

折地区を訪れました。目的は｢ヤギ｣です。伊折地区が猿対策として、
ヤギを農地の周辺へ放牧しているとの記事を見て、現地を視察しまし
た。朝日町でも猿の農作物被害は深刻で、電気柵だけでの対応が困
難で、ヤギのよる防除活動の様子を見に来ました。
　 　平成３０年、猿による農作物被害が深刻となり、ヤギによる追い払いを提案したのは、

移住者である青木剛司さん。他県の事例をもとに、７段の電気柵設置から、
３段の電気柵＋ヤギの放牧を試みることを提案し、地域での話し合いの結

果、実践することとなりました。
　青木さんは、東京農大の卒業生で学生時代から伊折地区の研
究室へ通っていました。
｢いい意味でド田舎、　昔の暮らしがこうだった｣が伊折地区の第一
印象とのことです。そして、将来この伊折地区へ関わりたいという思い

から、卒業後は伊折地区に生活の拠点を移しました。現在奥さんとお子
さんも一緒に集落を盛り上げてくれています。
　青木さんは、｢伊折は、共同で様々な活動する意識があり、ヤギの放牧
も協力体制がとれ、理解が得られやすい環境であった｣。こうして、伊折
地区は、個々での電柵設置から、集落全体でヤギと電柵を設置する共同

防除の体制を築きました。

　９月１５日は棚田オーナーの稲刈りの日です。県内外か
ら２０人を超えるオーナーが集まって、稲刈りを行いました。
伊折地区は平成１７年から棚田オーナー制度を取り入れ、
多くの方と交流をしてきました。農作業だけでなく、餅つき
や昼食を提供し、おもてなしをしています。
　　棚田オーナーだけでなく、伊折地区の農山村体験交流拠点｢ゆきわり草｣も活動を後押しする施設
です。各種ワークショップなど小谷村の特徴と環境を活かした取り組みが行われています。このようにそ
れぞれのアイデアで多くの取り組みを行いながら地域の活力を最大限発揮しています。
　｢まとまりがあることが、伊折地区は天下一品｣と坂井さん。｢みんなで話し合うが、若者の意見を上の

者がしっかり聞くことが大事なんだ！｣活動を見ればそれぞれ
のポジションがあり、まわりがサポートしている雰囲気があ
ります。
　これからの抱負を尋ねると｢農地を守る｣｢空き家を何とか
したい｣｢一緒に活動する方を受け入れたい｣など前向きな意
見ばかりでした。
　これが小谷村らしい地域づくりの姿です。｢人がいないから
出来ない｣なんて言葉はありませんでした。人手不足、高齢
化など課題はあっても、外部の人々を取り込み、そして集落
全体で活動する姿が、この小谷村にとても似合っていました。

　平成１５年、中山間地域直接支払事業を実施するにあたり、
｢協働で農地を守ろう！｣という合い言葉で【伊折農業生産組
合】が設立され、以降様々な活動を実践してきました。組
合設立当初は、遊休農地を開墾し、ソバ・麦の栽培から始
めました。翌年、ビニールハウスを設置し、共同育苗、ミニ
トマト栽培にもチャレンジしました。
　集落住民全員が構成員となることで、地域の公民館が集
いの場となり、わら細工、そば打ち講習なども、住民が講師となり企画されるようになりま
した。
　この講習や交流を行いはじめた時から､伊折地区に地区外の方が通い始めることと
なります。
　そして、小谷特産の雪中キャベツも伊折地区は先進地です。長野県知事や人気アイド
ルも来訪し、テレビでも取り上げられる冬の風物詩となった雪中キャベツの栽培も、多く
の人を結びつける代表的な活動です。
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べ
て
手
作
業
で
行
う
根
気
の
い
る

仕
事
。
今
年
も
豊
作
な｢

さ
る
な

し｣

の
収
穫
を
お
手
伝
い
し
ま
し

た
。
小
谷
中
学
校
の
体
験
学
習
、

旅
行
企
画
の
収
穫
ツ
ア
ー
な
ど
、

付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み

も
期
待
し
ま
す
。
人
手
が
な
い
か

ら
と
や
め
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
取
り

組
み
で
す
。

バ
ー
の
車
両
で
ほ
ぼ
満
車
状
態
。

路
上
駐
車
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
不
足
の
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も
踏

ま
え
、
課
題
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

3 

サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り
の

�

今
後
に
つ
い
て
！

　

９
月
４
日
、
小
谷
村
民
の
保
養

セ
ン
タ
ー
サ
ン
テ
イ
ン
お
た
り
の

視
察
と
中
小
企
業
診
断
士
、
会

計
士
と
経
営
に
お
け
る
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
宿
泊
分
野
の
強
化
か

ら
、
改
修
し
た
客
室
や
ト
イ
レ
の

見
学
、
ま
た
課
題
と
な
っ
て
い
る

施
設
・
機
械
類
の
老
朽
化
の
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営

面
で
は
、
中
小
企
業
経
営
診
断
士

よ
り
サ
ン
テ
イ
ン
の
営
業
実
績
か

ら
、
検
討
す
べ
き
事
項
な
ど
の
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。
村
民
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
が
、

村
民
利
用
が
減
少
し
て
い
る
状
況

と
収
益
を
得
る
た
め
の
経
営
戦
略

な
ど
、
将
来
に
向
け
て
サ
ン
テ
イ

ン
の
あ
り
方
、
方
向
性
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4 
小
谷
村
の
特
産
品
を

�

絶
や
さ
な
い
！

　

林
産
物
の
宝
庫
小
谷
村
。
小
谷

村
が｢

や
ま
ぶ
ど
う｣
や｢

さ
る

な
し｣

の
栽
培
を
始
め
て
30
年
以

上
経
過
し
ま
し
た
。
産
地
で
あ
る

石
坂
・
北
野
地
区
で
圃
場
を
設
置

し
、
地
元
の
方
々
と
貴
重
な
産
物

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
9
月
は
収

穫
シ
ー
ズ
ン
。
収
穫
作
業
は
、
す

1 

水
力
発
電
の
可
能
性
は
！

　

７
月
11
日
、
大
町
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
地
域
づ
く
り
工
房
へ
水
力
発
電

事
業
の
現
地
見
学
を
実
施
し
ま

し
た
。
水
と
い
う
資
源
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
る
取
り
組
み
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
水
の
豊
富
な
小

谷
村
、
家
庭
の
電
力
に
水
力
を

活
用
す
る
可
能
性
を
垣
間
見
た

視
察
で
し
た
。

2 

雨
飾
高
原
の
課
題
！

　

８
月
11
日
の
夏
休
み
三
連
休

に
、
雨
飾
高
原
の
現
状
を
確
認

し
ま
し
た
。
従
前
よ
り
駐
車
場

不
足
や
満
車
時
の
路
上
駐
車
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
雨
飾

第
2
駐
車
場
で
は
、
他
県
ナ
ン 水力発電

リニューアルされたサンテインおたり

豊作のさるなし さるなしの収穫作業

編
集
後

編
集
後
記記

　

 

九
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、
厳

し
い
残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
八
月
の
夏
の
暑
い
ピ
ー

ク
時
に
な
る
と
、
よ
く
耳
に
す

る
の
は
、「
こ
の
暑
さ
も
お
盆
ま

で
だ
か
ら
、
も
う
少
し
の
辛
抱

だ
よ
」
っ
て
話
題
に
で
ま
す
が
、

今
年
は
全
然
お
さ
ま
ら
な
い
。

　

こ
こ
小
谷
に
限
っ
た
話
で
な

く
、
毎
日
の
よ
う
に
、
暑
い
日

本
列
島
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
や
は
り
地
球
温
暖
化
が
年
々

進
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
を
身

に
染
み
て
実
感
し
ま
す
。

　

避
暑
地
と
言
わ
れ
る
の
も
遠

い
昔
の
こ
と
み
た
い
で
す
。
特

に
お
客
様
の
受
け
入
れ
る
施
設

は
、
エ
ア
コ
ン
が
必
需
品
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
変
わ
っ
て
い
く

時
代
と
気
候
。
温
暖
化
を
し
っ

か
り
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
暑

い
小
谷
、
経
験
し
た
こ
と
な
い

な
あ
。
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